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基本的な開催条件

0-1 感染防止対策実施責任者（当日参加者名簿問い合わせ先）を決めること □

0-2

開催規模（人数）を縮小すること。

※大声での歓声、声援等が想定される場合は、収容率50％以内。

※感染リスクが高まる3つの条件（密閉空間・密集場所・密接場面）を引き続き、

　　 徹底的に警戒。密になりがちな集会も回避。

□

感染防止のチェックリスト

1-1 参加者の氏名・連絡先（電話番号・メールアドレスなど）の把握 □

1-2 参加者の体温の測定ならびに症状の有無の確認 □

1-3 具合の悪い方には参加を認めない □

1-4 接触確認アプリ（COCOA）や岐阜市withコロナ追跡サービスの奨励 □

1-5
大規模イベント（参加者数1,000人超）は、事前に収容率制限等も含めて岐阜県と相談、地域の

感染状況の変化があった場合は柔軟に対応
□

1-6 マスク着用の徹底（主催者・参加者）※フェイスシールドやマウスシールドの単独使用は不可 □

1-7 こまめな手洗い、手指消毒の奨励 □

1-8 入退場時の密集回避（時間差入退場等）、待合場所等の密集回避 □

1-9 空調・換気設備の活用、窓開放（例えば30分に1回以上）による、こまめな換気 □

1-10 参加者に対し、活動前後での感染防止の注意喚起 □

1-11

貸室利用、サークル活動等の性質に応じて、可能な限り大声を出さないこと

（大声を出す者がいた場合、個別に注意等ができるもの、業種別ガイドラインで定める）
　

　※大声を伴う可能性のある活動では、隣席との身体的距離の確保、同一の観客グループ間(5名以内)では、

　　 座席を空けずグループ間は1席(立席は1m)空ける、演者が発生する場合は舞台から観客の間隔を2m確保、

　　 混雑時の身体的距離を確保した誘導、密にならない程度の間隔(最低限人と人とが触れ合わない程度の間隔)

□

1-12 休憩時間中及び活動前後の、食事等による感染防止の徹底 □

1-13 参加者による貸室内（出入口、ウイルスが付着した可能性のある場所、設備等）のこまめな消毒 □

1-14 参加者の中に感染者が発生した場合、保健所の指示に従い、調査に協力すること □

新型コロナウイルス感染症対策実施チェックシート【利用者向け】

　●徹底した感染防止対策の下での安全な貸室利用、サークル活動等に向けて、以下の項目の

　　 実施をしてください。

　●対応した項目に☑、空欄に記入のうえ、施設職員に提出してください。

　●詳細は、岐阜県「コロナ社会を生き抜く行動指針」をご覧ください。
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